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《
規

定
》

一
、
投
稿
は
原
則
と
し
て
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
る
が
、
そ

れ
以
外
の
方
に
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二
、
投
稿
原
稿
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
内
外
を
一
応
の
規
定
と
し
、

そ
の
際
、
二
枚
程
度
の
要
旨
を
添
付
さ
れ
た
い
。

三
、
原
稿
の
採
否
等
に
つ
い
て
は
運
営
編
集
委
員
会
に
一
任
さ
れ
た
い
。

四
、
刊
行
は
年
二
回
を
原
則
と
す
る
。

五
、
刊
行
会
会
費
は
現
在
年
額
維
持
会
員
四
千
円(

各
号
二
部
配
布)

、

通
常
会
員
二
千
円(

各
号
一
部
配
布)

と
す
る
。

六
、
執
筆
者
に
は
別
に
二
部
を
贈
呈
し
、
希
望
者
に
は
抜
刷
を
実
費
で
分

け
る
。

七
、
会
員
以
外
の
購
読
者
は
毎
号
ご
と
に
誌
代
を
納
め
ら
れ
た
い
。

『

語
文
研
究』

一
〇
八
・
一
〇
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
今
西
祐

一
郎
先
生
の
ご
退
任
を
寿
ぐ
記
念
号
で
す
。

今
西
先
生
は
、
県
立
静
岡
女
子
大
学
、
京
都
府
立
大
学
を
経
て
、
昭
和
六

十
年
四
月
に
九
州
大
学
文
学
部
に
ご
着
任
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
四
半
世

紀
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
国
語
学
・
国
文
学
研
究
室
の
教
育
・
運
営
に

専
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
方
で
今
西
先
生
を
次
期
館
長

に
推
す
声
が
上
が
り
、
結
局
定
年
ま
で
一
年
を
残
し
て
、
昨
年
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
ご
退
職
に
な
り
ま
し
た
。

『

伊
勢
物
語』

『

蜻
蛉
日
記』

『

源
氏
物
語』

と
い
っ
た
日
本
古
典
文
学
の

表
看
板
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
先
生
の
ご
業
績
に
つ
い
て
は
、
い
ま

さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
育
面
に
お
い
て
も
、
学
生
の

自
主
性
を
重
ん
じ
た
自
由
な
雰
囲
気
の
も
と
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
育
成

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
評
議
員
、
学
部
長(

研
究
院
長)
、
副
学
長
、
附

属
図
書
館
長
を
歴
任
さ
れ
、
大
学
の
管
理
運
営
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
も
の
ご
と
を
大
所
高
所
か
ら
眺
め
、
重
要
な
流
れ
を
し
っ
か
り
と
つ
か

ん
で
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
と
こ
ろ
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
負
に
出
ら
れ
る
そ
の
手
腕

は
、
先
生
の
学
問
方
法
と
同
質
の
美
学
に
貫
か
れ
、
見
事
と
い
う
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
年
と
は
い
え
、
定
年
前
の
ご
退
職
は
、
学
生
を
は
じ
め

と
す
る
残
さ
れ
た
側
に
と
っ
て
は
痛
恨
事
で
し
た
が
、
し
か
し
、
国
文
学
研

究
資
料
館
長
へ
の
ご
就
任
は
、
学
界
に
と
っ
て
は
慶
賀
す
べ
き
こ
と
。
先
生

の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
六
月
開
催
の
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後

に
先
生
の
最
終
講
義
を
兼
ね
た
特
別
講
演
を
設
定
し
、｢『

伊
勢
物
語』

後
人

注
記
を
ど
う
読
む
か｣

と
題
し
て
、
先
生
一
流
の
含
蓄
と
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ

編
集
後
記

る
お
話
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
年
遅
れ
で
や
や
変
則
的
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
の
同
学
会
で
は
本
誌
記
念
号
を
先
生
に
謹
呈
す
る
予
定

で
す
。

先
生
は
現
在
単
身
赴
任
中
で
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
私
ど
も
に
と
っ
て
は
幸
い
な
こ
と
に
、
九
大
文
学
部
と
は
目
と
鼻

の
先
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
引
き
続
き
ご
在
住
で
、
こ
ち
ら
へ
お
戻
り
の
際

は
、
眼
下
の
九
大
を｢

大
所
高
所
か
ら｣

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

先
生
の
末
永
き
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
後

進
へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
�

山
記)


